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の研究が確率的大小の研究の必要性と方向性を示した。 R2、 RE はその例である。この概念は更に、ノ
ンパラメトリックな統計的構造の研究にも有用である。中心的な部分が本論文で扱われ、関連した部
分の多くは参考論文の中で公表された。

















た正の相関の定義は P(i ， j) ， (i ， j =0 , 1 , 2 , :3', 2" , 3 , 4 , E) , p(C) ， p(A) であるが、対
称なものを同ーと見なすと全部で24種類になり、およそ正の相関の概念として考えられ、意義のある
あらゆる場合を尽くしていると，思われる。
本論文は確率統計理論の基礎的な問題の 1 つをほとんど完全に解決したものであり、学位論文とし
てふさわしいものである。
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